
せ

ら

知

お

募

集
　
　
　
　

談

相

料

無

も

座
講
・
し
お
よ
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男
女
共
同
参
画
出
前
講
座

へ
の
講
師
派
遣

　
市
内
の
事
業
所
や
町
内
会
、
学

校
、
市
民
団
体
な
ど
が
主
催
す
る

勉
強
会
や
研
修
会
な
ど
に
市
が
講

師
を
派
遣
し
ま
す
。
講
座
内
容
は

地
域
の
男
女
共
同
参
画
や
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
防
止
、
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
防
止

な
ど
「
出
前
講
座
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

の
中
か
ら
選
択
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

費
無
料
（
市
負
担
経
費
＝
講
師
の

謝
礼
お
よ
び
交
通
費
）
申
問
男
女

共
同
参
画
推
進

セ
ン
タ
ー
（
☎

０
２
５
・
５
２

７・３
６
２
４
）

上
越
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
病
院
の

看
護
師
を
目
指
す
学
生
へ
の
助
成

　
上
越
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
病
院

の
看
護
師
を
目
指
す
学
生
に
、
授

業
料
な
ど
の
費
用
を
一
部
助
成
し

ま
す
。

対
４
月
１
日
以
降
、
看
護
師
養
成

施
設
に
在
学
し
て
い
る
人　
定
１

人　
他
○
助
成
額
＝
月
額
５
万
円

以
内　
※
退
学
や
勤
務
年
数
が
規

定
に
達
し
な
か
っ
た
場
合
は
、
助

成
の
停
止
や
返
還
が
生
じ
ま
す　

○
交
付
期
間
＝
４
年
以
内
（
卒
業

ま
で
の
最
短
修
学
年
）　

○
選
考

＝
書
類
審
査
、
面
接
審
査
（
面
接

の
日
程
は
申
請
者
に
通
知
）　
申

問
申
請
書
に
記
入
し
、
必
要
書
類

を
添
付
の
上
、
４
月
３
日
㊊
～
17

日
㊊
の
間
に
地
域
医
療
推
進
室�

（
☎
０
２
５・５
２
０・５
７
０
０
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り

場
所
が
変
わ
り
ま
し
た

　
３
月
20
日
か
ら
、
合
併
前
上
越

市
に
住
む
人
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
受
け
取
り
場
所
が
、
教

育
プ
ラ
ザ
か
ら
市
民
課
に
変
わ
っ

て
い
ま
す
。
カ
ー
ド
を
受
け
取
り

の
際
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課
（
☎

０
２
５
・
５
２

０・５
８
２
６
）

上
越
市
シ
ニ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト

　
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
健
康
を
維

持
し
、
生
き
が
い
の
あ
る
充
実
し

た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
70
歳
以

上
の
人
を
対
象
に
「
シ
ニ
ア
パ
ス

ポ
ー
ト
」
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

対
象
施
設
で
提
示
す
る
と
、
利
用

料
金
な
ど
が
半
額
程
度
に
な
る
ほ

か
、
協
賛
事
業
者
に
よ
る
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
令
和
５
年
度
中
に
70
歳
に
な
る

人
に
は
、３
月
末
に
郵
送
し
ま
す
。

再
発
行
は
問
合
せ
先
ま
た
は
各
総

合
事
務
所
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
利
用
は
、本
人
の
み
有
効
で
す
。

不
正
に
利
用
し
た
場
合
は
返
還
し

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
高
齢
者
支
援

課（
☎
０
２
５・

５
２
０
・
５
７

０
８
）

国
民
年
金
保
険
料
の 

学
生
納
付
特
例
制
度

　
制
度
の
対
象

と
な
る
大
学
や

専
門
学
校
な
ど

に
在
学
中
の
学

生
で
前
年
の
所

得
が
基
準
額
以

下
の
人
は
、
申

請
す
る
と
、
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　
猶
予
期
間
は
、
障
害
基
礎
年
金

や
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た

め
の
対
象
期
間
と
な
り
ま
す
が
、

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
額
に
は
計

算
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
10
年
以

内
で
あ
れ
ば
、
猶
予
さ
れ
た
期
間

の
保
険
料
を
後
か
ら
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
４
月
か
ら
、
令
和
５
年
度
分
を

受
け
付
け
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、

学
生
証
の
写
し
や
在
学
証
明
書
な

ど
を
添
付
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

申
問
国
保
年
金
課
、
各
総
合
事
務

所
、
南
・
北
出
張
所
、
上
越
年
金

事
務
所
国
民
年
金
課（
☎
０
２
５・

５
２
４
・
４
１
１
２
）

令
和
５
年
度
の 

国
民
年
金
保
険
料

　
令
和
５
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
は
、月
額
１
万
６
５
２
０
円
で
す
。

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、

保
険
料
が
割
引
に
な
る
前
納
や
、

納
め
忘
れ
の
な
い
口
座
振
替
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
が
便
利
で

お
得
で
す
。

問
上
越
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

（
☎
０
２
５・５
２
４・４
１
１
２
）

市
が
所
有
す
る
温
浴
宿
泊
施
設
の 

運
営
会
社
の
組
織
が
再
編
さ
れ
ま
す

　
Ｊ-

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
の

事
業
会
社
４
社
で
は
、４
月
１
日
、

柿
崎
総
合
開
発
㈱
に
他
の
３
社
を

合
併
、
一
社
に
集
約
し
、
柿
崎
マ

リ
ン
ホ
テ
ル
ハ
マ
ナ
ス
、
大
潟
健

康
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
鵜
の
浜
人
魚

館
、
吉
川
ゆ
っ
た
り
の
郷
、
板
倉

保
養
セ
ン
タ
ー
（
や
す
ら
ぎ
荘
）

の
４
施
設
の
運
営
を
継
続
し
ま
す
。

今
後
も
引
き
続
き
、
施
設
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

問
施
設
経
営
管
理
室（
☎
０
２
５・

５
２
０
・
５
７
４
３
）

農
用
地
利
用
計
画 

変
更
申
出
書
の
受
付

　
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
に
定

め
る
農
用
地
利
用
計
画
の
変
更
申

出
書
の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

令
和
５
年
秋
頃
を
目
途
に
計
画
変

更
（
農
振
除
外
・
農
振
編
入
）
す

る
も
の
が
対
象
で
す
。
申
出
書
の

提
出
に
当
た
っ
て
は
、
事
前
に
内

容
の
相
談
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
申
出
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

４
月
３
日
㊊
～
28
日
㊎
の
間
に
農

政
課
（
☎
０
２
５
・
５
２
０
・
５

７
４
９
）
ま
た
は
各
総
合
事
務
所

へ
。
申
出
書
は
、
申
出
先
に
あ
り

ま
す

「
緑
の
募
金
」に
ご
協
力
を

　
４
月
１
日
㊏
～
５

月
31
日
㊌
の
間
、「
緑

の
募
金
運
動
」
が
実

施
さ
れ
ま
す
。企
業・

地
域
・
学
校
・
職
場

か
ら
善
意
の
寄
付
を
募
り
、
森
づ

く
り
事
業
な
ど
の
助
成
や
、
次
代

を
担
う
緑
の
少
年
団
の
活
動
支
援

に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
内
会

な
ど
を
通
じ
て
募
金
へ
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
農
林
水
産
整
備
課（
☎
０
２
５・

５
２
０
・
５
７
５
９
）

詳しくは

詳しくは

詳しくは


